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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成26年6月26日(2014.6.26)

【公表番号】特表2011-528752(P2011-528752A)
【公表日】平成23年11月24日(2011.11.24)
【年通号数】公開・登録公報2011-047
【出願番号】特願2011-519034(P2011-519034)
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/60     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｃ  38/00    ３０２Ｚ
   Ｃ２２Ｃ  38/60    　　　　
   Ｃ２２Ｃ  38/00    ３０１Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年5月8日(2014.5.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　６２０℃を超えて７５０℃までの使用温度において優れたクリープ強度および耐食性を
有するフェライト鋼用の鋼合金であって、以下の化学組成（重量％）、すなわち、
　０．０２％≦Ｃ≦１．０％
　Ｓｉ≦１．０％
　Ｍｎ≦１．０％
　Ｐが最大０．０５％
　Ｓが最大０．０１％
　２％≦Ａｌ≦１２％
　２％≦Ｃｒ＜１６％
　２％≦Ｎｉ≦５％および／または
　２％≦Ｃｏ≦１０％
であり、ただし、
　２％≦Ｎｉ＋Ｃｏ≦１５％および
　０．１１×［％Ｃｒ］＋２．０７×［％Ａｌ］≧０．９５×（［％Ｎｉ］＋［％Ｃｏ］
）
　Ｎが最大０．０２００％
　残部が鉄および不純物
であり、
　－Ｖ、Ｔｉ、Ｔａ、Ｚｒ、およびＮｂの１つまたはいくつかの元素が任意選択的に添加
され、
　－ＭｏおよびＷの一方または両方の元素が任意選択的に添加され、
　－０．１％未満の総含有量の範囲内において、Ｈｆ、Ｂ、Ｓｅ、Ｙ、Ｔｅ、Ｓｂ、Ｌａ
、およびＺｒの１つまたはいくつかの元素が任意選択的に添加された化学組成を有してお
り、
　前記鋼組織が、クロムによって安定化された（Ｎｉ、Ｃｏ）Ａｌ－Ｂ２金属間化合物規
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則相に基づく均一に分布した整合析出物を含み、前記鋼内の前記Ｂ２相の最大比率が８モ
ル％であることを条件とする鋼合金。
【請求項２】
　前記析出物の粒径が、平均で５００ｎｍよりも小さい請求項１に記載の鋼合金。
【請求項３】
　前記析出物の粒径が、平均で５０ｎｍよりも小さい請求項２に記載の鋼合金。
【請求項４】
　任意選択的に合金化される前記添加元素が、以下の比率：
　最大０．３％のＶ、
　最大０．１％のＴｉ、
　最大１．０％のＴａ、
　最大０．０５％のＺｒ、
　最大０．２％のＮｂ、
　最大１．０％のＭｏ、
　最大２．０％のＷ
を有する請求項１～３の一項に記載の鋼合金。
【請求項５】
　前記Ｃ含有量が最大０．５％であり、前記Ｓｉ含有量が最大０．４％であり、前記Ｍｎ
含有量が最大０．５％である請求項１～４の一項に記載の鋼合金。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の鋼合金から製造される、６２０℃を超えて７５０
℃までの使用温度において優れたクリープ強度および耐食性を有する継目無鋼管または溶
接鋼管、金属薄板、または鋳造によって製造される加工品または工具鋼。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２８】
　本発明の教示によれば、鋼合金であって、以下の化学組成（重量％）、すなわち、
　Ｃ≦１．０％
　Ｓｉ≦１．０％
　Ｍｎ≦１．０％
　Ｐが最大０．０５％
　Ｓが最大０．０１％
　２％≦Ａｌ≦１２％
　２％≦Ｃｒ＜１６％
　２％≦Ｎｉ≦１０％および／または
　２％≦Ｃｏ≦１０％
であり、ただし、
　２％≦Ｎｉ＋Ｃｏ≦１５％および
　０．１１×［％Ｃｒ］＋２．０７×［％Ａｌ］≧０．９５×（［％Ｎｉ］＋［％Ｃｏ］
）
　Ｎ：最大０．０２００％
　残部が溶解に関連する不純物を含む鉄
であり、
　０．０１％未満の総含有量の範囲内において、
　－Ｖ、Ｔｉ、Ｔａ、Ｚｒ、およびＮｂの１つまたはいくつかの元素が任意選択的に添加
されており、
　－ＭｏおよびＷの一方または両方の元素が任意選択的に添加されており、
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　－Ｈｆ、Ｂ、Ｓｅ、Ｙ、Ｔｅ、Ｓｂ、Ｌａ、およびＺｒの１つまたはいくつかの元素が
任意選択的に添加されている化学組成を有しており、
　鋼組織が、クロムによって安定化された（Ｎｉ、Ｃｏ）Ａｌ－Ｂ２金属間化合物規則相
に基づく均一に分布した整合析出物を含むことを条件とする鋼合金が提案されている。
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